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	オイフェッツ社にエイズの遺伝子治療用レトロネクチン®
をライセンス供与



タカラバイオ株式会社（社長：加藤郁之進）は、ドイツ国イーダー・オーバーシュタイン市のオイフェッツ社(EUFETS AG、社長：H. Wolfgang）がヨーロッパで実施するエイズを対象とした体外遺伝子治療の臨床試験に、当社が開発したレトロネクチン®を使用することを許諾し、レトロネクチン®を有償で供給する契約を昨年12月31日に締結しました。オイフェッツ社は、レトロネクチン®を利用して遺伝子治療を行う世界で37番目の施設となります。 
現在、ＥＵ諸国では、約25万人がエイズウイルス（ＨＩＶ）に感染しており、その治療には、主として複数の抗エイズウイルス（ＨＩＶ）薬を同時に投与する、多剤併用療法（HAART）が実施されています。
HAARTは、HIVの増殖とそれに伴う免疫細胞の破壊を抑制するためのものですが、これらの治療を長期間にわたって受けた患者の５～１０％は薬剤耐性や副作用を示しています。HAART施行に伴うこのような問題が発生した場合、有効な治療法は遺伝子治療といわれています。

オイフェッツ社で進める遺伝子治療法は、レトロウイルスベクターを用いて患者の体外で治療用遺伝子を患者自身のＴ細胞に導入し、そのT細胞を再び患者に投与することにより、患者のT細胞へのエイズウイルスの感染拡大を抑制しようとするものです。当社が開発したレトロネクチン®は、T細胞への遺伝子導入効率を高めるために使用されます。

当社がレトロネクチン®の商業的利用を許諾した企業は、伊国モルメド社、米国バークシス社に続き、独国オイフェッツ社で3社目となります。残りの34施設はアメリカを中心とする公共の医療機関です。

今回の臨床試験により当社のレトロネクチン法が遺伝子治療のスタンダードとして世界的によりいっそう認知され、レトロネクチン®を用いた遺伝子治療がさらに広がっていくものと期待しています。今後とも当社は、遺伝子医療事業をさらに推進していきます。
当資料取り扱い上の注意点
資料中の当社の現在の計画、見通し、戦略、確信などのうち、歴史的事実でないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは現時点において入手可能な情報から得られた当社経営陣の判断に基づくものですが、重大なリスクや不確実性を含んでいる情報から得られた多くの仮定および考えに基づきなされたものであります。実際の業績は、さまざまな要素によりこれら予測とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おきください。実際の業績に影響を与える要素には、経済情勢、特に消費動向、為替レートの変動、法律・行政制度の変化、競合会社の価格・製品戦略による圧力、当社の既存製品および新製品の販売力の低下、生産中断、当社の知的所有権に対する侵害、急速な技術革新、重大な訴訟における不利な判決等がありますが、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この資料は、１月１８日に京都経済記者クラブおよび重工記者クラブに配布しています。
	この件に関するお問い合わせ先
タカラバイオ株式会社
バイオインダストリー部
Tel 077-543-7235


＜参考資料＞
オイフェッツ社の概要 
	社　名
	：
	EUFETS AG

	代表者
	：
	Hoeckh Wolfgang, Ph.D. (President and Chief Executive Officer)

	所在地
	：
	Vollmersbachstr. 66, D-55743 Idar-Oberstein, Germany

	設　立
	：
	1997年

	グループ親会社
	：
	Fresenius AG （フランクフルト証券取引所に上場）

	事業概要
	：
	ドイツのフレゼニウス社グループにおいて、体細胞の遺伝子治療分野における研究、開発、製造の中核を担うバイオテクノロジー会社です。同社は、アクセル・Ａ・ファウザー博士とドイツのイーダー・オーバーシュタインにある造血幹細胞移植・血液・腫瘍病院とが、血液学・細胞医療・遺伝子治療における分野で、基礎技術を臨床開発する為に設立されました。2001年に、フレゼニウス社グループが過半数の株式を取得し、同社グループの子会社となりました。オイフェッツ社、フレゼニウス社グループのホームページはそれぞれ　　　　http://www.eufets.com、http://www.fresenius.de/です。


モルメド社の概要 
	社　名
	：
	MolMed S.p.A.

	代表者
	：
	Claudio Bordignon（President）

	所在地
	：
	Via Olgettina 58, 20132, Milano, Italy

	設　立
	：
	1997年

	従業員
	：
	約50名

	事業概要
	：
	イタリアのサンラファエロ病院での遺伝子治療開発の中核を担うベンチャー企業で、癌とAIDSを標的とする有望な開発候補品を保有しており、そのうち三つは第 I／II 相臨床試験中、一つは第I相臨床試験中です。MolMed社の治療戦略は、遺伝子治療、治療用ワクチン、血液細胞分子標的といった斬新な手法によるものであり、薬としての毒性的リスクを軽減し、生活の質を飛躍的に向上させるものとして期待されます。モルメド社のホームページは、http://www.molmed.comです。 


バークシス社の概要
	社　名
	：
	VIRxSYS Corporation

	代表者
	：
	L. William McIntosh

	所在地
	：
	200 Perry Parkway, Suite 1A, Gaithersburg, MD 20877, USA

	設　立
	：
	1998年

	上　場
	：
	未公開

	事業概要
	：
	革新的なレンチウイルスを用いてエイズや癌などの重病の治療法を開発することを主目的とした、未公開のバイオテクノロジー会社です。同社の特許化され独占的に所有している技術は、ボロ・ドロピュリック博士が米ジョンズホプキンズ大学で行った研究を独占的にライセンスしたものに基づいています。バークシス社は米メリーランド州ゲイサーズバーグ市にあります。バークシス社のホームページは、http://www.virxsys.comです。


【語句説明】

レトロネクチン®
レトロネクチン®は、ヒトフィブロネクチンと呼ばれる分子を改良した組み換えタンパク質です。当社はレトロネクチンに関する日本を含む世界各国における物質特許を保有しています。標的細胞とレトロウイルスの両者に対して特異的相互作用を持つことにより、シャーレに固定化されたレトロネクチン®上で、レトロウイルスと標的細胞が密接に接触し、遺伝子導入効率が上がると考えられています。このようなレトロネクチン法によって、従来技術では困難であった、造血幹細胞等の血球系細胞へのレトロウイルスベクターによる高効率遺伝子導入が可能となりました。GMPグレードのレトロネクチン®を用いたレトロネクチン法は、いまやレトロウイルスによる遺伝子治療の臨床研究のスタンダードとなっています。
レトロウイルスベクター
　遺伝子を目的の細胞に導入し、発現させるための運搬体をベクターといいます。自己複製能をもたないように改変されたレトロウイルスをベクターとして用いる手法は、現在幅広く遺伝子治療で使用されています。
HIV（エイズウイルス）
　後天性免疫不全症候群（AIDS）の原因ウイルスです。HIVはレトロウイルス属レンチウイルス科に属します。HIVは変異しやすいウイルスのため、ワクチンや抗HIV剤の開発を阻んでいます。HIVがT細胞などに直接感染することにより、あるいは感染細胞が非感染細胞に融合することにより、体内に広がります。 
T細胞
　抗体産生の調節と標的細胞の障害の役割を担う重要な細胞で、Tリンパ球とも呼ばれます。免疫系の司令塔的な役割を担っており、末梢リンパ組織の胸腺依存領域に主に分布します。
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